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伸
縮
装
置
が
無
い
た

め
、
上
部
工
の
伸
縮
に

よ
り
舗
装
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生

じ
損
傷
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
舗
装
表
面
に
ｸﾗ

ｯｸ
あ
り
。

 
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
の
乾
燥
収
縮
に

よ
り
生
じ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
N

o.
A0

2 

 

N
o.

A0
4 

 

[部
材

] 
舗
装

 P
2
橋
台
伸
縮
目

地
部

 

[ 部
材

] 
歩
道
部
舗
装

P3
橋
脚

A
2
橋
台
間

G
9
桁
側

 

[損
傷
状
況

] 
伸
縮
目
地
部
の
舗
装
に

補
修
跡
あ
り
。

 
伸
縮
装
置
が
無
い
た

め
、
上
部
工
の
伸
縮
に

よ
り
舗
装
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生

じ
損
傷
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
舗
装
表
面
に
ｸﾗ

ｯｸ
あ
り
。

 
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
の
乾
燥
収
縮
に

よ
り
生
じ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 

 
 

B-130



上
部
工

 A
1
橋
台

P1
橋
脚
間

 （
1/

6）
 

N
o.

 B
01

 

 

N
o.

B0
3 

 

[部
材

] 
G

1
桁
側
面
（
外
側
）

 
[部
材

] 
G

1
桁
側
面（

G
2
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
遊
離
石
灰

お
よ
び
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

(0
.2

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

(0
.3

0m
m
～

0.
50

m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
N

o.
 B

02
 

 

N
o.

B0
4 

 

[部
材

] 
G

1
桁
側
面
下
端
（

G
2

桁
側
）

 

[ 部
材

] 
床
版
下
面

 G
1
桁

G
2

桁
間

 
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
下
端
に
ｽﾎ
ﾟｰ

ﾘﾝ
ｸﾞ

(0
.0

06
 

)お
よ

び
鉄
筋
露
出

(延
長

0.
15

m
)あ
り
。

 
施
工
時
の
接
触
等
に
生

じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
床
版
下
面
の
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
部
周
辺
に
遊
離
石
灰

あ
り
。

 
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
部
か
ら
の

漏
水
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 

 
 

B-131



上
部
工

A1
橋
台

P1
橋
脚
間
（

2/
6）

 
N

o.
 B

05
 

 

N
o.

B0
7 

 

[部
材

] 
G

2
桁
側
面（

G
1
桁
側
） 

[部
材

] 
G

3
桁
側
面

(G
2
桁
側

)
か
ら
床
版
下
面

 
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.3

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
か
ら
床
版
下

面
に
か
け
て
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

(0
.3

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
N

o.
 B

06
 

 

N
o.

B0
8 

 

[部
材

] 
G

2
桁
側
面（

G
1
桁
側
） 

[部
材

] 
G

3
桁
側
面
下
端

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

お
よ
び
水
平
方
向
の
ｸﾗ

ｯｸ
あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
側
面
下
端

に
損
傷

(L
=1

.0
m

)あ
り
。

 
施
工
時
の
接
触
等
に
生

じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
 

 

B-132



上
部
工

A1
橋
台

P1
橋
脚
間
（

3/
6）

 
N

o.
 B

09
 

 

N
o.

B1
1 

 

[部
材

] 
G

4
桁
側
面（

G
3
桁
側
） 

[部
材

] 
床
版
端
部
下
面

G
4
桁

G
5
桁
間

  
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.1

5m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

の
損
傷
お
よ
び
鉄
筋
露

出
あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
N

o.
 B

10
 

 

N
o.

B1
2 

 

[部
材

] 
G

4
桁
側
面（

G
5
桁
側
）

お
よ
び
床
版
下
面

 

[ 部
材

] 
G

5
桁
側
面（

G
4
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
排
水
口
周
辺
の
主
桁
側

面
お
よ
び
床
版
下
面
に

漏
水
跡
あ
り
。
漏
水
跡

の
あ
る
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
表
面
は

凍
結
溶
解
に
よ
り
損
傷

し
鉄
筋
露
出
も
一
部
あ

り
、
排
水
口
か
ら
の
漏

水
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

お
よ
び
水
平
方
向
の
ｸﾗ

ｯｸ
(0

.1
5m

m
)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
 

 

B-133



上
部
工

A1
橋
台

P1
橋
脚
間
（

4/
6）

 
N

o.
 B

13
 

 

N
o.

B1
5 

 

[部
材

] 
G

5
桁
側
面（

G
6
桁
側
） 

[部
材

] 
床
版
端
部
下
面

G
6
桁

G
7 

 
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
補
修
跡
あ

り
。

 
施
工
時
に
補
修
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

の
損
傷
お
よ
び
鉄
筋
露

出
あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
N

o.
 B

14
 

 

N
o.

B1
6 

 

[部
材

] 
G

6
桁
側
面（

G
5
桁
側
） 

[部
材

] 
G

7
桁
側
面（

G
6
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

(0
.2

0m
m

)お
よ
び
鉄

筋
露
出

(延
長

0.
3m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
凍
結
溶
解

に
よ
る
亀
甲
状
ｸﾗ
ｯｸ
あ

り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

等
の
水
分
供
給
と
温
度

変
化
に
よ
り
生
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
 

 

B-134



上
部
工

A1
橋
台

P1
橋
脚
間
（

5/
6）

 
N

o.
 B

17
 

 

N
o.

B1
9 

 

[部
材

] 
G

7
桁
側
面（

G
6
桁
側
） 

[部
材

] 
G

8
桁
側
面（

G
7
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.1

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.1

5m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
N

o.
 B

18
 

 

N
o.

B2
0 

 

[部
材

] 
床
版
端
部
下
面

G
7
桁

G
8
桁
間

  

[ 部
材

] 
床
版
下
面

G
8
桁

G
9

桁
間
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

 
[損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

の
損
傷
お
よ
び
鉄
筋
露

出
あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
床
版
下
面
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

部
よ
り
降
雨
時
に
漏
水

あ
り
。

 
床
版
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
部
に

ｸﾗ
ｯｸ
が
あ
り
漏
水
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 

 
 

B-135



上
部
工

A1
橋
台

P1
橋
脚
間
（

6/
6）

 
N

o.
 B

21
 

 

N
o.

B2
3 

 

[部
材

] 
床
版
下
面

G
8
桁

G
9

桁
間
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

 

[ 部
材

] 
G

9
桁
側
面（

G
8
桁
側
）

お
よ
び
床
版
下
面

 
[損
傷
状
況

] 
床
版
下
面
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

部
周
辺
に
遊
離
石
灰
あ

り
。

 
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
部
か
ら
の

漏
水
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

[損
傷
状
況

] 
排
水
口
周
辺
の
主
桁
側

面
お
よ
び
床
版
下
面
に

漏
水
跡
あ
り
。
排
水
口

周
辺
の
ﾝｸ
ﾘｰ
ﾄは
損
傷

し
鉄
筋
露
出
も
一
部
あ

り
、
排
水
口
か
ら
の
漏

水
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 
N

o.
 B

22
 

 

N
o.

B2
4 

 

[部
材

] 
床
版
端
部
下
面

G
8
桁

G
9
桁
間

  

[ 部
材

] 
G

9
桁
側
面
（
外
側
）

 

[損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

の
損
傷
お
よ
び
鉄
筋
露

出
あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
凍
結
溶
解

に
よ
る
亀
甲
状
ｸﾗ
ｯｸ
あ

り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

等
の
水
分
供
給
と
温
度

変
化
に
よ
り
生
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

23
日

 

 
 

B-136



上
部
工

P1
橋
脚

P2
橋
脚
間
（

1/
6）

 
N

o.
 B

25
 

 

N
o.

B2
7 

 

[部
材

] 
G

1
桁
側
面
（
外
側
）

 
[部
材

] 
G

1
桁
側
面（

G
2
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.3

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
凍
結
溶
解

に
よ
る
亀
甲
状
ｸﾗ
ｯｸ
あ

り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

等
の
水
分
供
給
と
温
度

変
化
に
よ
り
生
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
N

o.
 B

26
 

 

N
o.

B2
8 

 

[部
材

] 
G

1
桁
側
面（

G
2
桁
側
） 

[部
材

] 
G

2
桁
側
面（

G
1
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

お
よ
び
水
平
方
向
の
ｸﾗ

ｯｸ
(0

.4
0m

m
)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

お
よ
び
水
平
方
向
の
ｸﾗ

ｯｸ
(0

.3
0m

m
)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
 

 

B-137



上
部
工

P1
橋
脚

P2
橋
脚
間
（

2/
6）

 
N

o.
 B

29
 

 

N
o.

B3
1 

 

[部
材

] 
G

3
桁
側
面（

G
4
桁
側
） 

[部
材

] 
G

4
桁
側
面（

G
3
桁
側
）

全
面

 
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

お
よ
び
水
平
方
向
の
ｸﾗ

ｯｸ
(0

.3
0m

m
)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
前
面
に
凍
結

溶
解
に
よ
る
亀
甲
状
の

ｸﾗ
ｯｸ
あ
り
。

 
拡
幅
前
は
外
桁
で
あ
っ

た
た
め
、
高
欄
等
か
ら

の
漏
水
に
よ
る
水
分
供

給
と
温
度
変
化
に
よ
り

生
じ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
N

o.
 B

30
 

 

N
o.

B3
2 

 

[部
材

] 
床
版
下
面

G
3
桁

G
4

桁
間

  

[ 部
材

] 
G

4
桁
側
面（

G
3
桁
側
）

P2
橋
脚
上

 
[損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

の
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾘﾝ
ｸﾞ
お
よ
び
鉄

筋
露
出
あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
端
部
側
面
に
浮
き

(1
.0

m
×

0.
7m

)お
よ

び
鉄
筋
露
出
あ
り
。
床

版
端
部
か
ら
の
漏
水
・

沓
座
部
の
土
砂
堆
積
に

よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し
ｺﾝ

ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
 

 

B-138



上
部
工

P1
橋
脚

P2
橋
脚
間
（

3/
6）

 
N

o.
 B

33
 

 

N
o.

B3
5 

 

[部
材

] 
G

4
桁
下
面

 
[部
材

] 
G

5
桁
下
面

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
下
面
の
断
面
欠
損

(0
.0

04
 

)お
よ
び
鉄

筋
露
出

(延
長

1.
5m

)あ
り
。

 
車
両
等
の
衝
突
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
下
面
の
断
面
欠
損

(0
.0

92
 

)お
よ
び
鉄

筋
露
出

(延
長

10
.0

m
)

あ
り
。

 
車
両
等
の
衝
突
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
N

o.
 B

34
 

 

N
o.

B3
6 

 

[部
材

] 
床
版
下
面

G
4
桁

G
5

桁
間

 

[ 部
材

] 
G

5
桁
側
面（

G
4
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
床
版
下
面
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

部
に
鉄
筋
露
出

(延
長

0.
4m

)あ
り
。

 
施
工
時
の
か
ぶ
り
不
足

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

お
よ
び
水
平
方
向
の
ｸﾗ

ｯｸ
(0

.1
0m

m
)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日

 

 
 

B-139



上
部
工

P1
橋
脚

P2
橋
脚
間
（

4/
6）

 
N

o.
 B

37
 

 

N
o.

B3
9 

 

[部
材

] 
G

6
桁
下
面
か
ら
側
面

（
G

5
桁
側
）

 

[ 部
材

] 
G

7
桁
側
面（

G
6
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
下
面
に
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
の

断
面
欠
損

(0
.0

97
 

)
お
よ
び
鉄
筋
露
出

(延
長

13
.3

m
)あ
り
。

 
車
両
等
の
衝
突
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
の

浮
き
（

0.
7m
×

1.
0m
）

あ
り
。

 
伸
縮
装
置
部
か
ら
の
漏

水
・
沓
座
部
の
土
砂
堆

積
に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食

し
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
N

o.
 B

38
 

 

N
o.

B4
0 

 

[部
材

] 
G

6
桁
側
面（

G
5
桁
側
） 

[部
材

] 
G

7
桁
側
面（

G
8
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
水
平
方
向

お
よ
び
垂
直
方
向
の
ｸﾗ

ｯｸ
(0

.3
0m

m
)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
水
平
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(1
.5

0m
m

)あ
り
。

 
車
両
等
の
衝
突
に
よ
る

影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 

 
 

B-140



上
部
工

P1
橋
脚

P2
橋
脚
間
（

5/
6）

 
N

o.
 B

41
 

 

N
o.

B4
3 

 

[部
材

] 
G

8
桁
側
面（

G
7
桁
側
） 

[部
材

] 
G

8
桁
側
面（

G
9
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.3

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

(0
.9

0m
m

)、
主
桁
下
面

に
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
断
面
欠
損

(0
.0

85
 

)、
鉄
筋
露
出

(5
.0

m
)あ
り
。

 
車
両
等
の
衝
突
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
N

o.
 B

42
 

 

N
o.

B4
4 

 

[部
材

] 
G

8
桁
側
面（

G
7
桁
側
） 

[部
材

] 
床
版
端
部
下
面

 G
8
桁

G
9
桁
間

 
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

(0
.2

0m
m

)、
主
桁
下
面

に
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
断
面
欠
損

(0
.0

51
 

)、
鉄
筋
露
出

(7
.0

m
)あ
り
。

 
車
両
等
の
衝
突
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
に
ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
の
浮
き
お
よ
び
鉄
筋

露
出
あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
 

 

B-141



上
部
工

P1
橋
脚

P2
橋
脚
間
（

6/
6）

 
N

o.
 B

45
 

 

N
o.

B4
7 

 

[部
材

] 
床
版
下
面

 G
8
桁

G
9

桁
間

 

[ 部
材

] 
G

9
桁
下
面

 

[損
傷
状
況

] 
床
版
下
面
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

部
に
遊
離
石
灰
あ
り
。

 
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
部
か
ら
の

漏
水
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
下
面
に
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
の

断
面
欠
損

(0
.1

28
 

)
お
よ
び
鉄
筋
露
出

(延
長

18
.1

m
)あ
り
。

 
車
両
等
の
衝
突
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
N

o.
 B

46
 

 

N
o.

B4
8 

 

[部
材

] 
G

9
桁
側
面（

G
8
桁
側
） 

[部
材

] 
G

9
桁
側
面（

G
8
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
凍
結
溶
解

に
よ
る
亀
甲
状
ｸﾗ
ｯｸ
あ

り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

等
の
水
分
の
供
給
と
温

度
変
化
に
よ
り
生
じ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
補
修
跡

(0
.7

m
×

4.
0m

)あ
り
。

 
車
両
等
の
衝
突
に
よ
り

で
き
た
主
桁
損
傷
部
を

補
修
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
 

 

補
修
跡

 

B-142



上
部
工

P2
橋
脚

A
2
橋
台
間
（

1/
6）

 
N

o.
 B

49
 

 

N
o.

B5
1 

 

[部
材

] 
G

1
桁
側
面
（
外
側
）

 
[部
材

] 
床
版
下
面

G
1
桁

G
2

桁
間

 
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.3

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
床
版
下
面
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

部
に
遊
離
石
灰
あ
り
。

 
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
部
か
ら
の

漏
水
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
N

o.
 B

50
 

 

N
o.

B5
2 

 

[部
材

] 
G

1
桁
下
面

 
[部
材

] 
G

2
桁
側
面（

G
1
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
下
面
に
鉄
筋
露
出

(延
長

0.
20

m
)あ
り
。

 
施
工
時
の
鉄
筋
の
か
ぶ

り
不
足
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

水
平
方
向
の
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

(0
.5

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 

 
 

B-143



上
部
工

P2
橋
脚

A
2
橋
台
間
（

2/
6）

 
N

o.
 B

53
 

 

N
o.

B5
5 

 

[部
材

] 
G

2
桁
側
面（

G
3
桁
側
） 

[部
材

] 
G

3
桁
下
面

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

お
よ
び
水
平
方
向
の
ｸﾗ

ｯｸ
(0

.5
0m

m
)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
下
面
に
鉄
筋
露
出

あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
不
足

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
N

o.
 B

54
 

 

N
o.

B5
6 

 

[部
材

] 
G

3
桁
側
面（

G
2
桁
側
）

全
面

 

[ 部
材

] 
G

4
桁
側
面（

G
5
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
遊
離
石
灰

あ
り
。

 
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
部
か
ら
の

漏
水
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

の
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.1

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 

B-144



上
部
工

P2
橋
脚

A
2
橋
台
間
（

3/
6）

 
N

o.
 B

57
 

 

N
o.

B5
9 

 

[部
材

] 
G

4
桁
側
面（

G
5
桁
側
） 

[部
材

] 
床
版
端
部
下
面

G
5
桁

G
6
桁
間

  
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
排
水
口
か

ら
の
漏
水
跡
あ
り
。

 
排
水
口
周
辺
の
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

は
損
傷
て
お
り
、
排
水

口
か
ら
の
漏
水
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
。

 

[損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
間
詰
ｺﾝ

ｸﾘ
ｰﾄ
の
損
傷
お
よ
び
鉄

筋
露
出

(あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
N

o.
 B

58
 

 

N
o.

B6
0 

 

[部
材

] 
G

5
桁
側
面（

G
4
桁
側
） 

[部
材

] 
G

6
桁
側
面（

G
5
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

(0
.3

0m
m

)の
ｸﾗ
ｯｸ
あ

り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
鉄
筋
露
出

(1
.0

m
)お
よ
び
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

(0
.3

0m
m

)あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
不
足

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日
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上
部
工

P2
橋
脚

A
2
橋
台
間
（

4/
6）

 
N

o.
 B

61
 

 

N
o.

B6
3 

 

[部
材

] 
G

6
桁
側
面（

G
7
桁
側
） 

[部
材

] 
床
版
下
面

G
6
桁

G
7

桁
間

 
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
垂
直
方
向

(0
.3

0m
m

)の
ｸ。
ﾗｯ
ｸ

あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
が
薄

く
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
ｸﾗ
ｯｸ
が
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
床
版
下
面
に
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾘﾝ
ｸﾞ

あ
り
。

 
ﾌﾟ
ﾚｷ
ｬｽ
ﾄ床
版
を
固
定

す
る
た
め
の
ﾎﾞ
ﾙﾄ
穴
を

削
孔
し
た
際
に
生
じ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
N

o.
 B

62
 

 

N
o.

B6
4 

 

[部
材

] 
床
版
端
部
下
面

G
6
桁

G
7
桁
間

 

[ 部
材

] 
G

7
桁
側
面（

G
6
桁
側
）

P2
橋
脚
上

 
[損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
間
詰
ｺﾝ

ｸﾘ
ｰﾄ
部
の
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾘﾝ
ｸﾞ
お

よ
び
鉄
筋
露
出
あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
の

浮
き

(0
.6

m
×

1.
0m

)
あ
り
。
床
版
端
部
か
ら

の
漏
水
・
沓
座
部
の
土

砂
堆
積
に
よ
り
鉄
筋
が

腐
食
し
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
浮
き

が
発
生
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日
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上
部
工

P2
橋
脚

A
2
橋
台
間
（

5/
6）

 
N

o.
 B

65
 

 

N
o.

B6
7 

 

[部
材

] 
G

7
桁
側
面（

G
8
桁
側
） 

[部
材

] 
G

8
桁
側
部（

G
9
桁
側
） 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
補
修
跡
あ

り
。

 
施
工
時
に
補
修
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
凍
結
溶
解

に
よ
る
亀
甲
状
ｸﾗ
ｯｸ
あ

り
。

 
床
版
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
部
か

ら
の
漏
水
等
の
水
分
の

供
給
と
温
度
変
化
に
よ

り
生
じ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
N

o.
 B

66
 

 

N
o.

B6
8 

 

[部
材

] 
G

7
桁
側
面（

G
8
桁
側
） 

[部
材

] 
G

8
桁
側
部（

G
9
桁
側
） 

 
[損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
鉄
筋
露
出

あ
り
。

 
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
不
足

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
ﾊ
ﾆｶ
ﾑ
あ

り
。

 
 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日
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上
部
工

P2
橋
脚

A
2
橋
台
間
（

6/
6）

 
N

o.
 B

69
 

 

N
o.

B7
1 

 

[部
材

] 
床
版
端
部
下
面

G
8
桁

G
9
桁
間

 

[ 部
材

] 
G

9
桁
側
面
（
外
側
）

 

[損
傷
状
況

] 
床
版
端
部
下
面
間
詰
ｺﾝ

ｸﾘ
ｰﾄ
部
の
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾘﾝ
ｸﾞ
お

よ
び
鉄
筋
露
出
あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
が
損
傷
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
主
桁
側
面
に
凍
結
溶
解

に
よ
る
亀
甲
状
ｸﾗ
ｯｸ
あ

り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

等
の
水
分
供
給
と
温
度

変
化
に
よ
り
生
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
N

o.
 B

70
 

 

N
o.

B7
2 

 

[部
材

] 
G

9
桁
側
面（

G
8
桁
側
） 

[部
材

] 
G

9
桁
側
面（

G
8
桁
側
）

お
よ
び
床
版
下
面

 
[損
傷
状
況

] 
床
版
下
面
間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

部
に
遊
離
石
灰
あ
り
。

間
詰
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
部
か
ら
の

漏
水
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
排
水
口
周
辺
に
漏
水

跡
、
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾘﾝ
ｸﾞ
お
よ
び

鉄
筋
露
出
あ
り
。
排
水

口
周
辺
の
鉄
筋
は
腐
食

し
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
は
損
傷
て
お

り
、
排
水
口
か
ら
の
漏

水
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

26
日
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下
部
工
（

1/
2）

 
N

o.
C0

1 

 

N
o.

C0
3 

 

[部
材

] 
A

1
橋
台
梁
側
面

 
[部
材

] 
G

6
桁
支
承

 第
2
径
間

P1
橋
脚
上

 
[損
傷
状
況

] 
橋
台
梁
側
面
に
ｸﾗ
ｯｸ

(0
.3

0m
m

)あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｸﾗ
ｯｸ
が
発
生
し
た
も
の

と
考
え
ら
え
る
。

 

[損
傷
状
況

] 
鋼
製
支
承
に
腐
食
が
み

ら
れ
る
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏

水
・
沓
座
部
の
土
砂
堆

積
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
N

o.
C0

2 

 

N
o.

C0
4 

 

[部
材

] 
A

1
橋
台

G
5
桁

G
6
桁

間
 

[ 部
材

] 
P1
橋
脚
梁
（

P2
橋
脚

側
）

 
[損
傷
状
況

] 
降
雨
時
に
橋
台
ﾊﾟ
ﾗﾍ
ﾟｯ

ﾄお
よ
び
沓
座
に
漏
水

あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

床
版
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
の
劣
化
や

支
承
の
腐
食
の
原
因
と

な
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
橋
脚
梁
の
側
面
上
部
の

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
浮
き

(1
.0

m
×

0.
18

m
)あ
り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
鉄
筋
が
腐
食
し

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
に
浮
き
が
発
生

し
た
も
の
と
考
え
ら
え

る
。

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日
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下
部
工
（

2/
2）

 
N

o.
C0

5 

 

N
o.

C0
7 

 

[部
材

] 
P1
橋
脚
沓
座
部

G
5
桁

G
6
桁
間

 

[ 部
材

] 
P2
橋
脚
梁
側
面

 

[損
傷
状
況

] 
橋
脚
沓
座
部
に
土
砂
堆

積
あ
り
。

 
橋
面
舗
装
補
修
時
等
に

遊
間
部
か
ら
堆
積
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
橋
脚
梁
側
面
下
端
に
ｽ

ﾎﾟ
ｰﾘ
ﾝｸ
ﾞ (

0.
00

1
 

)お
よ
び
鉄
筋
露
出

(延
長

0.
2m

)あ
り
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
N

o.
C0

6 

 

N
o.

C0
8 

 

[部
材

] 
P1
橋
脚
梁

 
[部
材

] 
G

3
桁
支
承

 第
3
径
間

P2
橋
脚
上

 
[損
傷
状
況

] 
降
雨
時
に
橋
脚
梁
お
よ

び
床
版
下
面
に
漏
水
あ

り
。

 
床
版
端
部
か
ら
の
漏
水

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

床
版
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
の
劣
化
や

支
承
の
腐
食
の
原
因
と

な
る
。

 

[ 損
傷
状
況

] 
ゴ
ム
支
承
が
劣
化
し
亀

裂
あ
り
。

 
ゴ
ム
支
承
の
材
質
や
サ

イ
ズ
に
対
象
橋
梁
に
あ

っ
て
い
な
か
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

 

[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

27
日

 
[調
査
日

] 
20

12
年

4
月

25
日
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④ シュミットハンマーテスト結果 

 

 

橋　名 STA. No.389+130
RCDG主桁 橋脚

G2桁 G5桁 P2梁
水平(H) 水平(H) 水平(H)

h h h
回数 No.1 No.2 No.3

1 48 55 49
2 49 58 45
3 52 53 50
4 46 53 48
5 46 57 49
6 46 57 48
7 47 56 46
8 46 54 51
9 48 57 48

10 48 56 51
11 44 53 46
12 48 53 50
13 46 53 50
14 46 53 51
15 46 51 45
16 48 52 46
17 48 50 56
18 46 51 45
19 46 51 47
20 48 52 49

平均R 47.1 53.75 48.5
　F = 42 50.5 43.8

F =Gx(-184+13.0Ro)　（N/mm2) （for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro)　（N/mm2) （for Vertical Impact)

G = 0.0980665

打撃姿勢

No.17Karakol橋

位置

B-151



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2. 調査橋梁の補修計画、数量表 
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⑤補修図
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⑥ 橋梁補修数量及び補修費 
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⑦ No.6 橋 架け替え費 

 

過去の無償（キルギス 3橋架け替え）の橋梁工事単価（平米単価）を参考に、算出した。 

3 橋の内、2 橋（橋長 42m および 28m）は PC 桁橋であり、No.6 橋の想定される橋梁形式と

類似しているため、以下に示すこれら 2 橋の工事単価を参考にした。（1 橋は床版橋のため

参考とせず。） 

 

参考工事単価：529,000 円／m2≒6,600 USD／m2 (1 USD≒80 円として) 

 

架け替え費は、以下の橋梁架け替え形式を想定し、工事単価は前述の参考工事単価を約１

割減として算出した。（RC 桁部分が全長の 50％あるため、全体を PC桁とするよりも若干安

価となると想定した。） 

 

No.6 橋の架け替え形式：橋長 60m（RC 桁 15m＋PC 桁 30m＋RC 桁 15m）、幅員 11m 

工事単価：6,000 USD/m2 

 

従って、以下の様に架け替え費は算出される。 

 

橋梁面積：60m×11m＝660m2 

平米単価：6,000 USD/m2 

 

積算額：660×6,000＝USD 3,960,000≒USD 4,000,000 
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